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市議会だより 2026.2 ２

▶令和７年第４回定例会は１1月27日から１2月19日の２3日間の会期で開催し、合計１４件の市長提出議案を審議しました。
また、１２月１０日、１１日には議案に対する質疑及び一般質問が行われました。

　物価高の影響を強く受けている子育て世帯を力強く支援し、こどもたちの健やかな
成長を応援する観点から、「物価高対応子育て応援手当」として、０歳から高校３年生
までのこども１人あたり、２万円を支給するもの。

議案第 77 号　令和７年度柏原市一般会計補正予算（第１１号）

令和７年第４回定例会の概要令和７年第４回定例会の概要

付託された案件を常任委員会ごとに審査し、
採決等の結果については、最終本会議の日に、
委員長から報告を行います。
主な議論内容を抜粋しています。

総務産業委員会

委員会審議

総務産業委員会 厚生文教委員会

議案第 66 号　公の施設（柏原市自転車
等駐車場及び柏原市自動車駐車場）の指
定管理者の指定について

Ｑ . 機械式入退場システムを導入予定であるが、
24 時間利用可能となる一方、管理人不在の時間帯
における防犯面やトラブル発生時等の安全対策は
どのように講じられるのか。
Ａ . 防犯カメラの更新、照明設備のＬＥＤ化によ
り夜間でも安心して利用できる環境整備に加え、
緊急時の対応として、24 時間体制のコールセン
ターの設置、遠隔機能の設置など迅速に対応でき
る体制を整える。

厚生文教委員会

▶物価高対応子育て応援手当支給事業　１億８，９４３万４千円

議案第 69 号　令和７年度柏原市一般会
計補正予算（第９号）

▶ＡＩチャットボット導入事業
Ｑ . 事業の概要と効果について
Ａ . ＡＩチャットボットとは自然言語処理機能を
備えたソフトウェアプログラムであり、ＷＥＢサ
イト等に配置することで問合せ対応や情報提供を
自動で行うことができる。同サービスの導入によ
り、職員の負担が軽減され、他の業務に注力でき
るようになること、また、開庁時間に限らず 24時
間問い合わせ対応が可能となるため住民の利便性
向上などの効果が期待できる。

議案第 65 号　財産の取得について

Ｑ . 物品はどのような視点で選定したのか。
Ａ . 保健センター分については、健（検）診をスムー
ズに実施するために必要なものを選定している。
市民交流センター分については、多世代交流の拠
点として居心地の良い空間となるよう用途に適し
た物品に加え、使いやすさやデザイン性、センター
全体の統一感を考慮して選定を行っている。

議案第 69 号　令和７年度柏原市一般会
計補正予算（第９号）

▶体育施設管理費
Ｑ . なぜ、今回本郷及び古町ゲートボール場を返
還することになったのか。
Ａ . ゲートボール協会からの申し出により返還す
ることになったが、高齢化による会員数の減少、
グラウンドゴルフなど高齢者が楽しめるスポーツ
が多種多様であること、健康寿命の延伸によりゴ
ルフやテニスなど現役時代の趣味を続ける高齢者
が増加しており、総体的に競技人口が減少したこ
とが考えられる。
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問　
公
共
施
設
再
編
整
備
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お

い
て
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
と
リ
ビ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
を
閉

館
し
て
旧
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
跡
地
に
複
合
施
設
を
新
築
す

る
方
針
に
至
っ
た
経
緯
並
び
に
完
成
ま
で
に
６
年
を
要
す

る
理
由
、
休
館
中
の
代
替
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答　
両
施
設
の
改
修
費
が
巨
額
と
な
り
、
厳
し
い
財
政

状
況
下
で
２
施
設
の
整
備
は
困
難
と
判
断
し
、
整
備
計
画

を
見
直
し
た
。
検
討
の
結
果
、
国
庫
補
助
金
が
見
込
め
る

新
築
案
が
最
適
と
決
定
し
た
。
施
設
完
成
ま
で
に
は
、
計

画
策
定
に
２
年
、
設
計
・
工
事
に
４
年
を
要
す
る
た
め
、

休
館
中
は
近
隣
市
の
ホ
ー
ル
や
市
内
公
共
施
設
、
サ
テ
ラ

イ
ト
図
書
館
等
を
ご
活
用
い
た
だ
く
。

要
望　
６
年
間
の
市
民

へ
の
影
響
を
で
き
る
限
り

軽
減
さ
れ
た
い
。
公
共
施

設
は
市
民
の
財
産
で
あ
る
。

過
去
か
ら
の
意
図
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
未
来
に
生
き

る
人
々
の
た
め
に
よ
り
良

い
決
断
と
な
る
よ
う
要
望

す
る
。

問　
青
森
沖
地
震
や
岩
手
県
の
林
野
火
災
、
大
分
の
大

規
模
火
災
な
ど
、
全
国
で
災
害
が
相
次
い
で
発
生
し
て
お

り
、
防
災
対
策
の
強
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
た
本
市
の
防
災
対
策
を
問
う
。

答　
地
震
対
策
と
し
て
、
大
阪
府
の
被
害
想
定
の
見
直

し
結
果
を
踏
ま
え
、
地
域
防
災
計
画
を
更
新
し
避
難
所
対

策
な
ど
備
え
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
消
防
水
利
の
最
適

配
置
に
よ
る
大
規
模
火
災
対
策
を
進
め
、
柏
原
市
消
防
団

と
大
阪
南
消
防
局
連
携
の
実
地
訓
練
に
よ
る
山
林
火
災
対

策
を
計
画
し
て
い
る
。

問　
公
共
施
設
の
再
編
整
備
が
進
む
中
、
必
要
な
避

難
所
の
確
保
や
福
祉
避
難
所
の
在
り
方
に
つ
い
て
問
う
。

答　
避
難
所
数
を
確
保
し
環
境
面
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
福
祉
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
に
努
め
る
。

要
望　
災
害
関
連
死

か
ら
市
民
の
命
を
守
る

た
め
、
避
難
所
の
確
保

と
環
境
の
改
善
に
向
け

た
取
組
を
求
め
る
。

問　
複
合
化
施
設
新
築
の
整
備
方
針
を
見
直
す
考
え
が

あ
る
の
か
市
長
に
問
う
。

答　
行
財
政
改
革
推
進
本
部
で
決
定
し
た
整
備
方
針
の

た
め
、
そ
の
方
針
に
沿
っ
て
進
め
て
い
く
。

要
望　
突
然
柏
原
市
は
財
政
難
を
理
由
に
市
民
文
化

会
館
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
を
閉
館
し
て
柏
原
中
学
校
横

に
あ
る
旧
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
旧
柏
原
東
幼
稚
園
の
跡
地
に

複
合
化
施
設
を
約
34
億
円
で
新
築
す
る
と
決
定
し
た
。
柏

原
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
照
ら
し
て
も
大
問
題
で
あ

り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
で
あ
る
。
完
成
予
定
は
６
年

後
の
令
和
13
年
で
６
年
間
も
柏
原
地
区
に
は
図
書
館
が
な

い
状
態
が
続
き
、ま
た
、文
化
と
芸
術
の
拠
点
が
無
く
な
る
。

市
民
と
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
再
編
整
備
基
本
計
画
を
覆
し

た
今
回
の
決
定
に
住
民
の
納
得
と
合
意
は
全
く
な
く
市
長

の
責
任
は
極
め
て
重
い
。
撤
回
を
求
め
る
。

市民文化センターとリビエールホール

奥
山
　
　
渉   

議
員

政
新
会

山
口
　
由
華　
議
員

政
新
会

橋
本
　
満
夫　
議
員

日
本
共
産
党

防
　
災

公
共
施
設

公
共
施
設

６年間の影響をできるだけ小さく！

リビエールホール・図書館なくすな

いざという時、避難所は大丈夫か？

市民文化センターと
リビエールホール

避難所のようす
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問　
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
現
在
の
取
組
状
況
を
問
う
。

答　
翻
訳
機
の
導
入
に
よ
る
言
語
支
援
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
語
指
導
員
を
配
置
し
、
学
校
生
活
に
適
応
す
る
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

問　
学
習
面
や
生
活
面
へ
の
課
題
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答　
学
習
面
は
日
本
語
指
導
と
教
科
指
導
を
並
行
し
て

行
う
体
制
を
整
え
て
お
り
、
生
活
面
は
異
文
化
理
解
を
深

め
る
交
流
会
に
よ
り
差
別
や
偏
見
の
な
い
全
て
の
児
童
生

徒
が
安
心
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

問　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答　
日
本
で
の
生
活
に
安
心
し
て
も
ら
う
環
境
整
備
に

向
け
外
国
人
児
童
生
徒
支
援
員
の
配
置
を
検
討
し
て
い
る
。　

要
望
等　
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
充
実
と
共

に
、
外
国
人
と
日
本
人

の
児
童
生
徒
が
お
互
い

の
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
、
認
め
合
う
環
境
づ

く
り
に
よ
り
、
国
際
理

解
教
育
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

問　
学
校
再
編
整
備
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

結
論
が
出
る
ま
で
の
間
、
児
童
生
徒
の
安
全
は
確
保
で
き

る
の
か
。
学
校
施
設
老
朽
化
へ
の
対
応
を
問
う
。

答　
児
童
生
徒
の
安
全
対
策
は
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
劣
化
度
の
診
断
に
加

え
、
学
校
か
ら
の
報
告
や
点
検
結
果
等
で
把
握
し
て
い
る

事
項
の
中
か
ら
、
危
険
度
が
高
い
箇
所
や
教
育
活
動
に
支

障
が
出
る
部
分
で
は
優
先
度
を
判
断
し
な
が
ら
修
繕
や
設

備
更
新
を
行
っ
て
お
り
、
学
校
再
編
整
備
の
検
討
を
進
め

つ
つ
も
、
安
全
確
保
に
向
け
て
必
要
な
対
応
が
滞
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

要
望　
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
る
が
、

「
現
在
必
要
な
安
全
対
策
」
と
「
将
来
に
向
け
た
方
向
性
の

整
理
」
を
両
立
さ
せ
な

が
ら
、
児
童
生
徒
が
安

心
し
て
学
べ
る
教
育
環

境
の
維
持
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
よ
う
強
く

求
め
る
。

問　
「
か
し
わ
ら
健
康
大
学
」
に
つ
い
て
、
現
在
の
検
討

状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答　
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
既

存
事
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
選
定
や
運
用
に
か
か
る
規
定
の

検
討
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
と
し
て
大
き

な
予
算
を
伴
わ
ず
魅
力
あ
る
内
容
と
な
る
よ
う
教
育
機
関

や
民
間
企
業
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　
産
学
と
の
連
携
は
他
事
業
に
も
波
及
し
て
い
く

こ
と
が
理
想
的
で
あ
る
が
、
市
の
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

答　
今
後
全
庁
的
な
取
組
と
な
る
よ
う
関
係
部
局
と
連

携
し
、
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

要
望　
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
限

ら
れ
た
資
源
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

民
間
企
業
が
本
市
に
対

し
て
提
案
し
や
す
い
環

境
を
整
備
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

田
中
　
秀
昭   

議
員

政
新
会

島
野
　
友
子　
議
員

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

中
村
　
保
治　
議
員

公
明
党

教
　
育

教
　
育

健
　
康

外国人児童生徒への支援について

産官学の連携で持続可能なまちづくりを

老朽化進む学校、安全守れるか
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問　
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
ビ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
の
再

編
の
在
り
方
に
つ
い
て
新
築
を
選
択
し
た
理
由
を
問
う
。

答　
補
助
金
活
用
、
ホ
ー
ル
機
能
の
確
保
、
耐
用
年
数
、

施
設
集
約
化
の
４
つ
の
視
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
新
築

の
場
合
、
国
庫
補
助
金
が
見
込
め
る
こ
と
、
収
容
人
数
約

５
０
０
人
程
度
の
ホ
ー
ル
機
能
を
備
え
た
施
設
づ
く
り
が

可
能
で
あ
る
こ
と
、
耐
用
年
数
が
約
60
年
と
長
い
こ
と
、

３
施
設
の
集
約
に
よ
り
維
持
管
理
費
の
効
率
化
が
図
ら
れ

る
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
こ
と
か
ら
新
築
に
よ
る
整

備
方
針
を
採
用
し
た
。

問　
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

答　
今
後
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
て
検
討
す
る
。

要
望　
跡
地
活
用
は
公
園
整
備
な
ど
に
ぎ
わ
い
創
出
や

魅
力
向
上
に
資
す
る
活
用
を
検
討
し
、
複
合
施
設
は
市
民

の
声
を
丁
寧
に
取
り
入
れ
た
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
愛

さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
計
画
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
放
課
後
児
童
会
の
開
会
時
間
の
現
状
と
19
時
ま
で

延
長
利
用
を
可
能
と
す
る
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

答　
現
行
の
開
会
時
間
は
一
部
の
期
間
を
除
き
17
時
ま

で
で
あ
り
、
延
長
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
最
長
18
時
30
分

ま
で
利
用
で
き
る
。
19
時
ま
で
時
間
延
長
す
る
に
は
予
算

の
増
加
と
指
導
員
の
配
置
等
の
課
題
が
あ
る
。

問　
今
年
は
20
年
ぶ
り
に
待
機
児
童
が
発
生
し
、
指
導

員
の
増
員
が
必
要
で
あ
る
。
11
月
・
12
月
の
み
短
縮
す
る

閉
会
時
間
を
17
時
に
統
一
す
る
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

答　
様
々
な
点
を
考
慮
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
指
導
員
の
負
担
軽
減
や
児
童
へ
の
支
援
の
た
め
、

増
員
や
研
修
を
充
実
さ
せ
る
考
え
を
問
う
。

答　
国
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
方
針
の
改
定
に
併

せ
て
研
修
を
実
施
し
た
。

指
導
員
の
増
員
は
検
討

す
る
。

要
望　
国
は
予
算
増

や
補
助
を
強
化
し
て
い

る
。
時
間
延
長
や
指
導

員
増
員
の
予
算
の
確
保

を
要
望
す
る
。

問　
本
市
の
避
難
所
運
営
に
関
す
る
課
題
を
問
う
。

答　
避
難
所
の
環
境
整
備
を
喫
緊
の
課
題
と
位
置
づ
け

て
お
り
、
中
で
も
ト
イ
レ
環
境
の
充
実
に
向
け
て
関
係
部

署
と
連
携
し
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
や
ト
イ
レ
カ
ー

の
導
入
な
ど
早
期
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

問　
大
規
模
災
害
時
に
断
水
が
発
生
し
た
際
の
生
活
用

水
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答　
発
災
か
ら
３
日
程
度
は
飲
用
と
し
て
１
人
当
た
り

１
日
３
リ
ッ
ト
ル
を
給
水
し
、
７
日
目
以
降
は
１
人
当
た

り
１
日
20
か
ら
30
リ
ッ
ト
ル
、
約
２
週
間
後
か
ら
は
水
道

施
設
が
未
復
旧
の
方
を
対
象
に
１
人
当
た
り
１
日
２
５
０

リ
ッ
ト
ル
を
給
水
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。

要
望　
避
難
所
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
水
の
供
給

量
や
ト
イ
レ
の
設
置
基

準
、
食
事
面
で
の
栄
養

量
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

確
保
等
、
様
々
な
基
準

が
あ
る
が
、
可
能
な
限

り
質
、
量
と
も
に
充
実

を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

江
村
　
　
淳   

議
員

日
本
共
産
党

山
本
　
修
広　
議
員

大
阪
維
新
の
会

峯
　
　
弘
之　
議
員

大
阪
維
新
の
会

放
課
後
児
童
会

公
共
施
設

防
　
災

公共施設の再編について

避難所運営の課題について

放課後児童会の時間延長と指導員の増員を

市民文化センターと
リビエールホール
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問　
本
市
に
お
け
る
農
地
利
用
の
状
況
と
担
い
手
確
保

に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
問
う
。

答　
Ｊ
Ａ
大
阪
中
河
内
や
大
阪
府
と
連
携
し
、
専
業
農

家
の
後
継
者
支
援
を
進
め
て
き
た
結
果
、
耕
作
条
件
の
良

い
農
地
は
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
自
給
的
農
家
で

は
後
継
者
が
少
な
く
、
高
齢
等
に
よ
り
管
理
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
。

問　
遊
休
農
地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

答　
貸
し
農
園
の
開
設
に
加
え
、
ブ
ド
ウ
の
収
穫
作
業

や
農
業
体
験
な
ど
、
様
々
な
分
野
と
連
携
し
た
取
組
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
防
災
協
力
農
地
の
導
入
に
つ
い
て

も
関
係
機
関
と
協
議
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。　

要
望　
農
地
の
将
来
像
を
見
据
え
た
総
合
的
な
活
用
方

針
を
策
定
し
、
担
い
手

の
育
成
や
遊
休
農
地
の

利
活
用
、
防
災
機
能
の

強
化
、
教
育
、
福
祉
と

連
携
し
た
取
組
を
戦
略

的
か
つ
継
続
的
に
推
進

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

問　
２
０
２
６
年
４
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
自
転
車
の
交

通
反
則
通
告
制
度
に
対
す
る
周
知
に
つ
い
て
問
う
。

答　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
警
察
庁
が
作
成
し
た
「
自

転
車
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」
等
を
公
開
し
、
周
知
啓
発
を
図
っ

て
い
る
。
今
後
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
横
断
幕
の
作
成
等
を

含
め
、
さ
ら
な
る
周
知
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

問　
対
象
と
な
る
満
16
歳
を
目
前
と
す
る
中
学
生
に
対

し
て
、
啓
発
指
導
す
る
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

答　
中
学
校
で
の
自
転
車
の
交
通
安
全
教
室
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
、
現
在
、
教
育
委
員
会
や
柏
原
警
察
等
関

係
機
関
と
実
施
に
向
け
た
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

要
望　
一
人
で
も
多
く
の
方
に
自
転
車
の
ル
ー
ル
や
当

制
度
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、間
違
っ

た
認
識
に
よ
る
混
乱
を

招
か
な
い
た
め
に
も
引

き
続
き
、
啓
発
指
導
を

し
っ
か
り
と
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
要
望
す

る
。

問　
直
近
の
若
者
の
転
入
･
転
出
者
数
の
推
移
を
問
う
。

答　
令
和
６
年
の
状
況
と
し
て
は
、
転
出
が
転
入
を

上
回
っ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
以
前
か
ら
続
い
て
い
る
。

問　
若
者
が
流
出
す
る
主
な
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

答　
転
出
先
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の

良
さ
や
商
業
施
設
な
ど
利
便
性
の
高
い
生
活
環
境
へ
の

ニ
ー
ズ
、
仕
事
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
活
動
拠
点
に
近

い
自
治
体
を
選
ぶ
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

問　
若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答　
市
内
に
居
住
す
る
祖
父
母
世
帯
と
の
近
居
を
条
件

と
し
た
「
柏
原
市
子
育
て
世
帯
住
宅
取
得
補
助
金
」
と
い

う
住
宅
取
得
費
の
一
部
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

要
望　
若
者
の
流
入
は
一
定
数
あ
る
が
、
転
出
超
過
が

続
い
て
い
る
た
め
、
大

学
の
近
さ
を
活
か
し
た

定
住
施
策
や
地
元
企
業

と
の
連
携
強
化
、
ま
た

住
宅
支
援
な
ど
定
着
に

つ
な
が
る
施
策
を
展
開

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

榊
田
　
和
之   

議
員

大
阪
維
新
の
会

嶋
谷
　一成　

 

議
員

大
阪
維
新
の
会

小
宮
　
早
苗　
議
員

大
阪
維
新
の
会

交
通
安
全

農
　
地

人
口
減
少
対
策

柏原市の農地の状況と活用について

若者の市外流出について

自転車の交通反則通告制度について
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会　派　名 自由民主党
・無所属の会 大阪維新の会 公明党 日本共産党 会派に属さない議員

山口由華 梅原壽恵
交付額（利子含む） 1,200,577 1,120,766 720,639 480,256 240,216 80,000

支
出
内
訳

研 修 費 0 0 0 0 0 0
調 査 旅 費 51,175 73,240 0 0 0 0
資 料 購 入 費 0 0 0 0 0 0
広 報・ 広 聴 費 0 0 0 5,432 0 0
要 請・ 陳 情 活 動 費 0 140,400 0 0 0 0

支　　出　　額 51,175 213,640 0 5,432 0 0
返　　還　　額 1,149,402 907,126 720,639 474,824 240,216 80,000

透明性を確保するため、収支報告書と会計帳簿を公表しています。
詳しい収支報告につきましては、右の２次元コードから、ご確認いただけます。
※令和 7 年 9 月の任期満了に伴い、改選前４月～ 9 月分までの収支報告を掲載
しています。
※年度途中に、会派の再編があったため、交付額に差があります。

令和７年度
（上半期） 

政務活動費 
収支報告

問　
複
合
施
設
完
成
ま
で
の
進
め
方
に
つ
い
て
問
う
。

答　
こ
れ
ま
で
の
整
備
方
針
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ

た
経
緯
を
含
め
て
説
明
会
を
行
う
。
そ
の
後
、
基
本
構
想

な
ど
の
作
成
に
向
け
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
募
集
に
よ
り
市
民
意
見
を
伺
い
、
文
化
芸
術

の
拠
点
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
、
ま
ち
に
賑
わ
い
を
も

た
ら
せ
る
施
設
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問　
今
後
の
リ
ビ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
の
活
用
方
法
を
問
う
。

答　
リ
ビ
エ
ー
ル
は
比
較
的
新
し
い
施
設
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
他
の
公
共
施
設
へ
の
転
用
や
民
間
活
用
の
可
能
性

な
ど
様
々
な
選
択
肢
を
視
野
に
入
れ
、
市
民
に
と
っ
て
よ

り
良
い
形
と
な
る
よ
う
責
任
を
も
っ
て
検
討
す
る
。

要
望　
新
た
な
文
化
芸
術
活
動
の
拠
点
と
な
る
複
合
施

設
の
完
成
に
向
け
市
民

の
声
を
十
分
に
反
映
す

る
と
と
も
に
、リ
ビ
エ
ー

ル
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は

早
期
に
方
針
を
打
ち
出

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
す
る
。

問　
国
分
東
条
町
に
お
け
る
砂
防
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

答　
国
分
寺
大
橋
南
に
位
置
す
る
渓
流
に
お
い
て
、
平

成
29
年
10
月
の
台
風
21
号
の
影
響
に
よ
り
本
渓
流
か
ら
住

宅
地
を
越
え
国
道
25
号
ま
で
土
砂
が
流
出
し
、
公
共
施
設

へ
の
重
大
な
被
害
や
地
域
の
避
難
体
制
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
阪
府
八
尾
土
木
事
務
所
に
よ
り
砂

防
堰
堤
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
経
過
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
に
全
体
計
画
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
後
、
測
量

や
土
質
調
査
、
境
界
の
立
会
い
及
び
確
定
を
行
い
、
補
償

算
定
を
終
え
た
後
、
用
地
買
収
が
完
了
し
た
段
階
で
砂
防

堰
堤
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
。

要
望　
用
地
買
収
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
理

解
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
所
は
本
当
に
危
な
い
場
所
で

あ
り
、
住
ん
で
お
ら
れ

る
皆
さ
ん
の
人
命
、
財

産
に
関
わ
る
問
題
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
速
や

か
に
工
事
着
手
に
向
け

進
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
。

乾
　
　
　一     

議
員

政
新
会

鶴
田
　
将
良　
議
員

大
阪
維
新
の
会

都
市
整
備

公
共
施
設

未来への柏原の文化芸術活動の拠点に向けて

生命、財産を守る対策を！



動画配信・YouTube 配信

※会議は午前１０時から始まります。※日程は変更する場合があります。
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令和８年第１回定例会（予定）

月　日 会　議　名 内　　容
2月16日（月） 本 会 議 市政運営方針・議案説明
3月  5日（木） 本 会 議 市政運営方針に対する質問3月  6日（金）
3月  9日（月） 本 会 議 議案に対する質疑3月10日（火）
3月12日（木） 総 務 産 業 委 員 会 付託議案審査
3月16日（月） 厚 生 文 教 委 員 会 付託議案審査
3月24日（火） 本 会 議 委員長報告・採決

本会議及び常任委員会の映像を
インターネットでご覧いただけます。

◆映像配信ウェブサイト
（録画）※本会議のみ

次回 定例会の案内

陳情の取扱いについて

河内国分駅東側交差点周辺の歩道等改良・
再整備の陳情書

この陳情は、「議長預かり」となりました。

◆ YouTube
（ライブ中継・録画）

※本会議及び常任委員会

・議長は全ての議案に対し賛否を表明しません。　
・賛成は「○」、反対は「×」、討論を行った議員は「討」と表記しています。

議
案
番
号

議　　　案　　　名
議
決
結
果

政新会 大阪維新の会 公明党 日　本
共産党

個
人

山
下
亜
緯
子

奥
山　
　
渉

乾　
　
　
一

山
口　
由
華

田
中　
秀
昭

鶴
田　
将
良

榊󠄀
田　
和
之

小
宮　
早
苗

嶋
谷　
一
成

峯　
　
弘
之

山
本　
修
広

中
村　
保
治

大
木　
留
美

橋
本　
満
夫

江
村　
　
淳

島
野　
友
子

議案第６４号 工事請負契約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６５号 財産の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第６６号
公の施設（柏原市自転車等駐車場及び柏原市自動車駐車場）の指

定管理者の指定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６７号 公の施設（竜田古道の里山公園）の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６８号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６９号 令和７年度柏原市一般会計補正予算（第９号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案第７０号
令和７年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予

算（第２号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７１号 令和７年度柏原市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７２号 令和７年度柏原市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７３号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７４号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７５号 教育長の任命につき同意を求めることについて 同意 無記名投票の結果、賛成 12 名　反対 3 名

議案第７６号 令和７年度柏原市一般会計補正予算（第１０号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案第７７号　　　令和７年度柏原市一般会計補正予算（第１１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

令和７年第４回定例会の議決結果

討
×○

討

柏原市・羽曳野市議員合同研修会を開催しました
　令和 7年 11 月 13 日、柏原市議会と羽曳野市議会合同で研
修会を行いました。2名の講師をお迎えし、「二元代表制にお
ける議会と首長」と「非認知能力を育てよう」をテーマにご
講演をいただきました。
　今回、学んだことを生かし、今後の議
員活動に取り組んでまいります。
※柏原市議会と羽曳野市議会では、4年に
1度（改選後）合同研修会を開催していま
す。 編         集：柏原市議会広報委員会

委  員  長  ：大木留美　副委員長：山口由華
委　　員：嶋谷一成　江村淳　中村保治

◀討論等の詳しい内容は、最終本会議
のYouTubeからご覧いただけます。

ぎかいの話題

表紙のおはなし

　２月号の表紙は、「亀岩」です。
日本遺産に関する詳しいお話は、下の二
次元コードから YouTube
でご覧いただけます。
　

たつかめヒストリア▶
 『～亀岩編～』
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